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村の将来像●最上川・笑顔・いきいき・夢あふれる故郷（ふるさと）戸沢村

　４月29日（火）、令和７年度春季消防演習が開催され、村内の消防団員約２００名が一堂に会し、日頃の訓練
の成果を披露しました。この演習は災害に備えた消防力の確立を目的として毎年行われており、今年も規律訓
練を行い、参加した消防団員は改めてそれぞれの動きや連携の確認を行っていました。

令和７年度

春季消防演習

　令和６年度の消防団活動に対して、以下のとおりの方々が消防庁長官表彰をはじめとする、各章を受章され
ました。受章された皆さん、日頃より消防団活動にご尽力いただきまして、誠にありがとうございます。

戸沢村消防団表彰者 （敬称略）
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村の将来像●最上川・笑顔・いきいき・夢あふれる故郷（ふるさと）戸沢村

今月の一枚今月の一枚今月の一枚今月の一枚

　４月27日（日）から４月29日（火）までの３日間にわたり、
第69回山形県縦断駅伝競争大会が開催されました。今年は８
区（国道47号戸沢村高屋地区）が災害工事のため欠番となり、
古口除雪ステーション前から９区が一斉スタートとなりました。
　本村からは、星川昇さん、古川一琉さん、石塚宇恭さん、
古川羽琉さん、古川恵琉さんの５人がチームに参加しました。
古川一琉さんは、２日目の21区（白鷹—長井）で区間新記録
と大活躍され、新庄・最上チームとして、15年ぶりの総合６
位入賞に貢献されました。
　選手の皆さんお疲れ様でした。

　４月17日（木）役場にて、社団法人生命保険ファイ
ナンシャルアドバイザー協会「JAIFA」様へ感謝状贈
呈式が行われました。
　「JAIFA」様からは昨年７月の豪雨災害時に、石油フ
ァンヒーター 28台、ユニクロライトダウンジャケット
275着をご寄附いただき、被災者へお配りさせていただ
きました。
　この度のご提供、誠にありがとうございました。

　４月24日（木）、戸澤藩船番所にて、安全運航祈願祭
が行われました。この安全運航祈願祭は、最上川舟下り
に関わる全ての人に対する１年間の安全を祈願して毎年
行われており、今年も多くの来賓の方に見守られ開催さ
れました。
　式典では、神事が行われた後、出席者が神前に玉ぐし
を奉納し、１年間の安全を祈願。戸沢学園４年生からは

「最上川舟唄」が披露され会場を盛り上げました。

　５月11日（日）東京都新宿区のグランドヒル市ヶ谷にお
いて、第38回東京戸沢会総会が開催されました。
　戸沢村出身者やご縁のある方、山形県人会や県東京事務
所、最上地域ふるさと連合会の方々などにご出席をいただ
きました。
　戸沢村関係団体様からの協賛品を基に抽選会などが行わ
れ大いに盛り上がりました。
　11月９日（日）には、恒例の「戸沢村チャリティ物産市」
を赤羽公園で開催します。ご親戚や知人・友人などお誘い
の上、ご来場いただきます様お願い申し上げます。

安全運航祈願祭

東京戸沢会 第 38 回総会懇親会 開催！

駆け抜けろ！山形県縦断駅伝

災害支援企業感謝状贈呈式
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百寿　おめでとうございます百寿　おめでとうございます
　今年度、百寿を迎えられる方々に賀詞が贈呈されました。皆さんとてもお達者で、年齢
を感じさせないほどお元気でした。これからも元気で明るく過ごしてください。

　令和７年度の地区会長が決まりましたので、お知らせします。今後とも、各地区会の代表として村政へのご協力を
よろしくお願いします。

令和７年度の地区会長が決まりました

地　　区　　名 会　　長　　名 備考 地　　区　　名 会　　長　　名 備考
岩 清 水 地 区 青 柳 雄 一 古 口 （ 裏 ） 地 区 和 田 弘 明
金 打 坊 地 区 松 田 洋 一 監　事 古 口 （ 下 ） 地 区 五十嵐　靖　海
津 谷 地 区 阿 部 和 雄 会　長 上台・猪ノ鼻地区 門 脇 忠 夫
向 名 高 地 区 荒 川 利 也 山 ノ 内 地 区 井 上 　 正 副会長
名 高 地 区 松 田 一 男 理　事 中 沢 地 区 甲 州 　 実
濁 沢 地 区 山 﨑 和 彦 滝 ノ 下 地 区 安　食　喜一郎 副会長
神 田 地 区 岸 　 順 一 十 二 沢 地 区 秋 保 正 喜 理　事
杉 沢 地 区 阿 部 祐 一 下 本 郷 地 区 安 食 博 徳
野 口 地 区 佐 藤 　 繁 理　事 上 本 郷 地 区 安 食 輝 敏 監　事
上 松 坂 地 区 小 角 慶 三 理　事 畑 ケ 地 区 大 山 和 昭
下 松 坂 地 区 星 川 俊 也 綱 取 地 区 田 中 年 春
向 松 坂 地 区 黒 坂 好 幸 理　事 元 屋 敷 地 区 今 坂 忠 夫 理　事
蔵 岡 地 区 山 﨑 　 昇 理　事 与 吾 屋 敷 地 区 早 坂 友 一
岩 花 地 区 安 食 浩 和 片 倉 地 区 羽 賀 　 裕
出 舟 地 区 安 食 洋 一 平 根 地 区 八 鍬 耕 栄
真 柄 地 区 荒　木　多美夫 理　事 勝 地 地 区 田 中 　 満
古 口 （ 上 ） 地 区 富 樫 政 彦 監　事 上 野 地 区 田 中 和 徳
古 口 （ 中 ） 地 区 芳 賀 文 夫 沢 内 地 区 阿 部 忠 一

※網掛けは、今年度より新しく地区会長になられた方です。

安食　末子さん

影澤　昭子さん

荒川　昭悦さん

松田　文子さん

植村　マツエさん 三原　タマ子さん
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　4 月14日、戸沢村スポーツ少年団結団式が行わ
れました。戸沢ファイターズ、戸沢J V C、戸沢道
場柔友会、戸沢T＆Fの4団体が参加し、各団体代
表より決意表明がありました。式の後には、みんな
で体を動かし楽しむ時間もありました。今年も各団
体のみなさんのがんばる姿を応援しています。

　第2次戸沢村教育振興計画が完成しました。令和7年度から令和11年度の5か年を計画期間とし、「人

に学び、人とつながり、未来を切り開くたくましい子ども」の育成を目指します。 

　戸沢の教育の基盤としてきた「共育」を土台に、現在の社会状況や教育の変化を鑑みながら、これか

らの村の教育の方向性を示しています。 

　義務教育学校の良さ、地域の力を生かしながら、学校・家庭・地域、みんなで子どもを見ていく体制

を構築し、子どもたちの資質・能力の育成を目指していきたいと思います。今後とも皆様方のご理解と

ご協力をお願いいたします。

戸沢村 スポーツ少年団 結団式！

第２次　戸沢村教育振興計画

　人をつなぎ 未来へつなぐ 響き合う 戸沢の教育

01  保小中一貫教育で未来へつなぐ  学びづくり
•戸沢らしい学び　　　 •コミュニティースクールと　
•体験活動で完成の育成　 　地域学校協働本部事業の推進
•異学年交流で豊かな心　 •共育カリキュラムの拡充　
•教育DXで学びの最適化　 •キャリア教育で人づくり　

02  読書の推進と

　　　　子育て支援の環境づくり
　 •親子のふれあいで心の安定
　 •保護者の学習機会の確保
　 •子育て環境の整備
　 •本のある環境づくり

03  人をつなぎ、

　　　　みんなが学ぶ 村づくり
　 •大人の学びの場の創造
　 •地域で子どもとかかわる場の設定
　 •生涯スポーツの環境づくり

６月の主な行事予定

２５日（水）３年生ミニクラブ
２７日（金）５年生最上川ボート下
　　　　　　り協力
２８日（土）～３０日（月）
　　　　　　中井町夏期交流事業

　３日（火）中井町交流夏期
　　　　　　　　　結団式・説明会
１３日（金）専門家チーム会議による
　　　　　　巡回相談（保育園）
１７日（火）教育委員会

団員も随時大募集中です！

村のHPに掲載し

ています。ぜひ、

ご覧ください。
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○寄附金の使い道　ふるさと納税を通じていただいた寄附金は、以下の7つの事業に活用いたします。
１．子ども支援事業
２．福祉事業
３．教育・文化振興事業
４．まちづくり事業
５．環境保全事業
６．観光振興事業
７．その他の事業
　
○寄附金の実績・令和６年度
　寄附件数 2,663 件
　寄附額  54,969,500 円

6,000
5,000
4,000
3,000
2,000
1,000
0

寄附額・寄附件数の推移

R2 R3 R4 R5 R6
　　寄附額 71,128,023 118,882,000 148,862,500 116,994,000 54,969,500

件数　 2,615 5,333 5,604 4,382 2,663

戸沢村ふるさと納税　寄附金の使い道と報告

戸沢村こども家庭センターについて

後期高齢者医療制度に加入する皆様に資格確認書が届きます

　戸沢村では、より安心して子育てできるように令和６年４月からこども家庭センターを健康福祉課内に設置
しています。こども家庭センターでは妊娠期から子育て期にわたって切れ目ないサポートを行います。
　
◇母子健康手帳配布　手帳交付時に、妊娠中や産後の生活、子育ての生活をイメージしながら「妊娠・子育て」
　　　　　　　　　　プランを一緒に立てていきます。
◇妊婦のための支援給付金　妊娠届出時と赤ちゃん訪問時の面談後にそれぞれ５万円を贈ります。
　　　　　　　　　　　　　　（※要申請）
◇出生祝金　お子さんの誕生をお祝いし、第１子10万円、第２子20万円、第３子以降30万円を贈ります。
　　　　　　　（※要申請）
◇赤ちゃん応援ギフト　赤ちゃん訪問時に乳幼児用の災害グッズをプレゼントします。
◇戸沢村子育て応援アプリ「とざわっこ」

　お子さんの成長記録や予防接種のスケジュール管理、妊娠・子育て期に関する地域の子育て情報をお届け
します。

◇子育てサロン　妊娠期～子育て期の悩みや不安の相談や、講師によるヨガ・アロマ体験・ベビーマッサージ
　　　　　　　　でリフレッシュするなど、仲間づくりの場です。
◇産後ケア事業　産後に助産師から心身のケアや育児等のサポートを受ける事が出来ます。（通所・訪問）
◇子育て短期支援事業（ショートステイ・トワイライト）

　保護者の方が病気や出産、仕事の都合、育児疲れなどにより、一時的にお子さんを養育できなくなった場
合等に、児童養護施設等で一時的にお預かりします。（一部自己負担）

　
○問合せ先　戸沢村こども家庭センター（戸沢村役場健康福祉課③番窓口）
　　　　　　☎0233-72-2364（平日　午前８時30分～午後５時15分）

　後期高齢者医療制度に加入する皆様には、マイナ保険証の有無に関わらず、申請なしで令和８年７月末まで
使える「※資格確認書」が届きます。（令和８年７月末まで使える桃色の資格確認書は、７月中にお届けする
予定です。）「資格確認書」を医療機関・薬局の窓口で提示すると、これまでの被保険者証とおなじように医療
を受けることができますので、ご安心ください。
※資格確認書…従来の健康保険証
　
○問合せ先　戸沢村健康福祉課　医療介護係　☎0233-72-2364
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100,000
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40,000
20,000
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戸沢村は新婚生活を応援します！

戸沢村中小企業環境改善事業費助成金のお知らせ

春季農業用廃ビニール類の一斉回収のお知らせ

　戸沢村では結婚新生活を始める際の経済的負担を軽減し、お二人の過ごしやすい環境づくりのため、新婚世
帯の住居費や引っ越し費用の一部を補助します。
○対　 象 　者　令和７年１月から令和８年３月末までの間に婚姻届を受理された夫婦で、次を満たすもの
　　　　　　　①住居が村内にあり、夫婦双方、又は、一方が戸沢村に居住（住民登録）をしている
　　　　　　　②前年分の夫婦の所得の合計が500万円未満である
　　　　　　　　（１月から６月に申請する場合は前々年分の所得額の合計とする)
　　　　　　　③夫婦ともに婚姻日における年齢が39歳以下である
　　　　　　　④夫婦のいずれも村税等の滞納をしていない
　　　　　　　⑤他の公的制度による家賃補助を受けていない　⑥生活保護を受給していない
○補助対象経費　新婚夫婦が支払った①～③の経費
　　　　　　　①住居費（結婚を機に新たに住宅を取得する費用、住宅物件の賃借に係る賃料、礼金等）
　　　　　　　②リフォーム費用（結婚を機に行う住宅をリフォームする際に要した費用）
　　　　　　　③引っ越し費用　
○補 助 金 額　補助対象経費の額とし、１世帯当たり30万円を上限とします。ただし、婚姻日における年齢
　　　　　　　　が、夫婦ともに29歳以下の世帯は1世帯あたり60万円を上限とします。
○問 合 せ 先　戸沢村まちづくり課　企画調整係　結婚支援担当　☎0233-72-2152

○事業の概要　 戸沢村では村内の中小企業を対象に、店舗・事業所等の労働環境改善を実施する工事に対して
　　　　　　　 助成金を交付します。※予算に限りがありますので着工前に必ずご相談ください。
○条　　　件 •村内に所在地を有し、開業届を税務署へ届け出ている個人または法人事業者
　　　　　　 •設備投資以外の20万円以上の工事を業者に発注して行う者
　　　　　　 •村税並びに各種使用料等の滞納がない者
○補　助　率 •施工が村内業者の場合…１／３助成、上限50万円（1,000円未満切り捨て）
　　　　　　 •施工が村外業者の場合…１／６助成、上限25万円（1,000円未満切り捨て）
　　　　　　 　※どちらも20万円以上の工事が対象となります。
○問 合 せ 先 　戸沢村まちづくり課　商工観光係　☎0233-72-2152

○回収日程　令和７年６月12日（木）

▶戸沢地区　神田ライスセンター　　午前９時から午前 1 １時００分まで
▶古口地区　真柄集荷場前　　　　　午後１時００分から午後１時４５分まで
▶角川地区　農村環境改善センター　午後２時００分から午後２時３０分まで

　上記の期日以外は全額自己負担で産業廃棄物処理業者に処分を依頼してください。
○回収処理費用の負担金について
　農家負担金は廃ビニール類１㎏あたり税込み26円、育苗類箱は１枚あたり26円といたします。
　負担金は、回収時に重量を計測しますので、現金でお支払い願います。
　※回収するのは、農業用ビニール、ポリ、肥料袋、育苗箱、農薬プラビン、等です。
○気を付けて頂きたい点
•廃ビニール類についた泥などを落として、できるだけ軽くしましょう。
•野菜くずや針金が入らないようにしましょう。•運搬しやすいように肥料袋に入れたり小さく束ねましょう。
※ビニールハウス、畦マルチ、シートマルチ等農業用ビニール類は、使用済になると法的に処分しなければな

らない「産業廃棄物」になります。不法投棄や野焼き等、不適切な処理は法令により禁止されています。
○問合せ先　もがみ中央農協戸沢営農センター　☎0233-72-2104
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戸沢村小規模事業者経営改善資金利子補給補助金のお知らせ

戸沢村企業立地等雇用促進奨励金のお知らせ

令和７年度戸沢村老朽危険空き家解体事業費補助金のお知らせ

○事 業 の 概 要 　村内での経営改善に取り組む小規模事業者の負担を軽減し、経営の安定及び発展を図る目 
　　　　　　　　　 的で㈱日本政策金融公庫が行う融資について、３年を上限に利子の補助を行います。
○対象となる融資 　㈱日本政策金融公庫の小規模事業者経営改善資金融資
　　　　　　　　 ※　R6. 4. 1 ～ R11. 3. 31の間に受ける融資に限る。
○補　　助　　率 　償還利息の１／２以内を補助する。
○対　　象　　者 •村内に住所を有する小規模事業者で対象融資を受けた者。
　　　　　　　　 •村に納税の義務があり、その税等を完納している者。　　
　　　　　　　　 •対象融資の返済遅延がない者。
○条　　件　　等 •債務者の対象利子が発生した時から36 ヶ月以上を上限とします。
　　　　　　　　 •国の制度を活用しているため、制度の変更により事業を中止する場合があります。
○問　合　せ　先　 戸沢村まちづくり課　商工観光係　☎0233-72-2152

○目　　的　 戸沢村における企業立地の促進と村内企業の雇用機会の拡大を図るため、戸沢村内に工場等を新
設または増設することにより、村内に住所を有する新規常時雇用従業員を雇用する企業者に事業
に要する経費について、補助金を交付します。

○条　　件 •投資固定資産の取得額の合計が100万円以上であること。
　　　　　 •申請を行った日から起算して１年前の日までに離職したものを除く新規常時雇用従業員の数が１
　　　　　　 名以上であって、採用された日から交付申請を行う日まで戸沢村に住所を有していること。
　　　　　 •前号に規定する新規常時雇用従業員を1年以上雇用していること
○補 助 額 　奨励金の金額は、新規常時雇用従業員1人あたりの金額は30万円とし、新規常時雇用従業員の人

数を乗じて得た額とします。
○問合せ先　 戸沢村まちづくり課　商工観光係　☎0233-72-2152

　戸沢村内にある空き家で住宅不良度判定基準による評定が合計100点を超えるものの解体費用の一部（補助
率1 ／ 3・ 上限100万円）を補助します。
○補助対象となる空き家（次のすべてに該当する老朽危険空き家）
•村内にある戸建住宅（長屋又は共同住宅を除く。）で、現在使用されていない建物。
•建替え・土地の譲渡を目的としていないこと。　•公共事業等による補償の対象となっていないこと。
•住宅の不良度の判定基準による評点の合計が100点以上であるもの
○対象者の要件（次のすべてに該当する者）
•空き家の所有者またはその相続人（個人に限る） 　•村税等の滞納をしていない者 
•共有者又は複数の相続人がいる場合は、申請者以外の共有者又は相続人から解体の同意を得られていること。
○補助金額
•空き家の解体工事費の３分の１以内で上限100万円 （家財道具の撤去、運搬、処分費も含む）。
○重要事項
•交付決定を受ける前に、工事の契約又は着手された場合には、補助金の対象となりません。
•令和７年８月末までに事前相談がされ、翌年２月末までに完了する解体工事が対象となります。
•各書類の提出期限が守られない場合は、補助金の支払いができないことがあります。
•建築物を解体することにより、翌年度より土地の固定資産税額が増額になる場合があります。
○受付期間：令和７年10月31日（金）まで
※予定件数を超える申込みがあった場合は危険性の高い住宅を優先させていただきます。 
○問合せ先　戸沢村建設水道課　建設係　☎0233-72-2547　ＦＡＸ 0233-72-2116
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令和７年度 戸沢村空き家解体事業費補助金のお知らせ

河川一斉清掃の実施について

歯周疾患検診実施中
5 年に 1 度のチャンスです！歯周疾患検診で歯を失う前に予防しましょう！

　戸沢村内にある空き家を解体する場合の解体費用の一部（補助率1 ／ 2・ 上限20万円）を補助します。
　
○補助対象となる空き家（次のすべてに該当する空き家）
•村内にある戸建住宅（長屋又は共同住宅を除く。）で、現在使用されていない建物。
•建替え・土地の譲渡を目的としていないこと。　•公共事業等による補償の対象となっていないこと。
○対象者の要件（次のすべてに該当する者）
•空き家の所有者またはその相続人（個人に限る） ・村税、使用料等の滞納をしていない者
•共有者又は複数の相続人がいる場合は申請者以外の共有者又は相続人から解体の同意を得られていること。
○補助金額
•空き家の解体工事費の2分の1以内で上限20万円 （家財道具の撤去、運搬、処分費も含む）。
○重要事項
•交付決定を受ける前に、工事の契約又は着手された場合には、補助金の対象となりません。 
•令和７年８月末までに事前相談がされ、翌年２月末までに完了する解体工事が対象となります。 
•各書類の提出期限が守られない場合は、補助金の支払いができないことがあります。 
•建築物を解体することにより、翌年度より土地の固定資産税額が増額になる場合があります。
○受付期間
　令和７年10月31日（金）まで ※予算には限りがあるため早期に終了する場合があります。
○問合せ先　戸沢村建設水道課　建設係　☎0233-72-2547 ＦＡＸ 0233-72-2116

　村内の河川一斉清掃を実施しますので、ご協力ください。この事業は、山形県と各市町村が主催する「きれ
いな川で住みよいふるさと運動」の一環として、戸沢村では各地区住民の参加により河川や地区内の清掃・美
化活動にこれまで取り組んできました。今年度は下記の日程により実施しますので、村民の皆さんの積極的な
参加をお願いします。
※中止の場合は随時防災無線等でお知らせいたしますのでご了承ください。
○開催日　令和7年6月29日（日）
※ゴミ回収は午前6時30分より開始しますので、回収時間厳守の上で河川清掃へのご協力をお願いします。
○回収できないゴミ　流木・土砂・農機具・家電製品・タイヤなどの粗大ゴミ
※河川内にあるものでも回収できません。
○問合せ先　戸沢村建設水道課　建設係　☎0233-72-2547

○対 象 者 ： 20歳から70歳までの５歳刻みの方（対象者の方には個別通知済です）
○料　　金 ： 500円（通常5,000円の検診）
○実施期間 ： 令和７年６月１日（日）から令和７年12月31日（水）まで
　　　　　　（年末の休診日につきましては歯科医療機関へお問い合わせください。)
○受診方法 ： 歯科医療機関に電話で申込、送付された受診券を持参
『戸沢村の現状』
•戸沢村の６５歳以上の方に、むせこみや固いものが食べづらく感じる方が多い。
•かかりつけ医を持っている方が多く歯に関心はあるが、定期受診をしている方が少ない。
•男性は歯科医院から足が遠のいてしまう傾向。気づいた時には歯が抜けている。
★そこで、いくつになっても美味しく食事ができるように、正しい歯みがきの方法や歯周病予防への知識を身

につけることが大切です。
○問合せ先　戸沢村健康福祉課　健康推進係　☎0233-72-2364
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　•毎週水曜日

　　午後５時１５分～午後７時

　•６月２９日(日)

　　午前９時～午前１２時

　

　 ご予約はお電話か下記ＱＲコードから

　 お願いします。

　

　ご予約・問合せ先：

　戸沢村住民税務課住民生活係

　　　　　　　 ☎０２３３-７２-２３２６

マイナンバーカード
延長・休日窓口やっています

（事前予約制）

みんなですっぺ！健康づくり
令和7年6月戸沢村保健センター予定表

月 火 水 木 金
2 3 4 5 6

午前 ○ ○
休館日

○ ○
午後 ○ ○ ○ ○

9 10 11 12 13
午前 ○ ○

休館日
○ ○

午後 ○ ○ ○ ○
16 17 18 19 20

午前 ○ ○
休館日

○ ○
午後 ○ ○ ○ ○

23 24 25 26 27
午前 ○ ○

休館日
○ ○

午後 ○ ○ ○ ○
30 　 　 　 　

午前 ○
午後 ○

午前（8：30から12：00）午後（13：00から17：00）

６／６（金）16：00 ～ P C スマホなんでも相談
•健診などで保健センターが利用できない日は
　各所へ出前講座も行います。
【問合せ先】包括支援センター　☎0233-32-0661
　　　　　　保健センター　　　☎0233-72-3468

住宅の耐震診断をしてみませんか？ 総合健診・人間ドックを
申込みましたか？　戸沢村では、木造住宅の耐震化促進のため、耐震診

断士による住宅の耐震診断及び改修計画の作成を補助
しています。

○対象となる住宅　昭和56年５月31日以前に着工し
た戸建住宅で、在来軸組工法によ
る木造平屋又は２階建ての住宅。

○募集戸数　２戸（先着順）
○募集期間　令和7年6月2日（月）～
　　　　　　　　　　　　令和7年11月28日（金）
○診断内容と費用（自己負担額）
　耐震診断業務・補強方針作成・補強計画作成（概算

工事費の算出含む）
　申請者負担額　13,000円～ 24,000円（内容によ

って変わります）
※建物の構造や規模により費用が追加となる場合があ

ります。
○問合せ先　戸沢村建設水道課　建設係
　　　　　　☎0233-72-2547

　総合健診・人間ドックを申し込んでいる方には、
４月中に日程案内を送付しています。申し込んでい
るのに日程案内が届いていない等ありましたら、健
康福祉課健康推進係までご連絡ください。
※問診票・検査キット等は、健診日の１ヶ月から３

週間前に最上検診センターから送付となります。

※なお、新規申込や日程変更・
　キャンセルについては最上検
診センターでしか受付できま
せんので、お手数ですが下記
までご連絡くださいますよう
お願いいたします。

　　　　　　　　　　　　　　
最上検診センター　☎0233-23-3411
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すこしずるいパズル／たつなみ
ずるい…けどスッキリ！人気の謎解き系パ
ズルが本になりました。直感を裏切る「ず
るさ」が醍醐味。解けたときのスッキリ感
がたまらない！大満足の50問。オールカラ
ーです。ぜひ挑戦してみてください。

のりものべんとう／八木　佳奈
子どもに大人気の乗り物たちが、お
弁当に！パトカーのサイレンはウィン
ナー、ショベルカーのタイヤはちく
わ…よーく見てみると、すべてがお
いしそうな具材でできている!?

カフネ／阿部　曉子
最愛の弟が急死した。姉の野宮薫子は、遺
志に従い弟の元恋人・小野寺せつなと会う
ことになる。せつなは薫子に、家事代行サ
ービス会社『カフネ』を手伝わないかと提
案する。2025年本屋大賞受賞作品です。

くらげのパポちゃん／かこ　さとし
かこさとしの、戦争をテーマにした幻
の遺作が見つかったと報じられたのが
2023年のこと。かこさんの孫である中
島加名さんが絵を描き、その作品が絵本

になりました。平和への想いをつなぐ、多くの人に伝えたい絵本。

戸沢村中央公民館図書室戸沢村中央公民館図書室

本のススメ　 本のススメ　 

vol.147vol.147
今月は、戸沢村在住
ペンネーム・内臓脂肪くんの
推し本を紹介します！

タイトル：子どもの発達障害
作 者 名：本田　秀夫
コメント：ここ数年で認知度が急激に増した発達障害。
　　　　　でも、その内容やかかわり方については、

まだまだ知られていないのが現状だと思い
ます。この本は、大変分かりやすく具体的
なかかわり方を知ることができ、目からう
ろこの内容がたくさんあります。発達障害
だけでなくすべての子どもに当てはまる内
容で、子育て真っ最中の保護者の方にぴっ
たりな本です。「叱り方のヒント：子どもと
取引しない」。取引をしていませんか？

☆第32
回☆

日 月 火 水 木 金 土

6/1
休館

2 3 4 5
夜間

6
夜間

7
午前

8
休館

9 10 11 12
夜間

13
夜間

14
午前

15
休館

16 17 18 19
夜間

20
夜間

21
午前

22
休館

23 24 25 26
夜間

27
夜間

28
午前

29
休館

30 　 　
　 　 　

開館時間 ： 月・火・水　9：00～17：00
　　　　　  木・金　　　9：00～19：00
　　　　　  土　　　　　9：00～12：00

移動図書室（保育園）：6月18日（水）15:30～16:30

移動図書室（役場）：6月25日（水）13:30～15:30

えほんの森
～夏スペシャル～

日時：令和７年６月２１日（土）
　　　１０：００～ １１：３０
場所：戸沢村中央公民館
内容：読み聞かせ・アイスクリーム作り
対象：幼児～小学生（保護者同伴）
☆参加希望の場合は、必ず申込をしてください。
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　この度、新庄市において、当原告団・弁護団 
が下記のとおり、相談会を開催予定しております。
　
○日時　令和7年7月12日（士）
　　　　13：30 ～ 16：00（受付15：00まで）
○場所　新庄市民プラザ　３階会議室・第４研修室
○内容　集団予防接種でＢ型肝炎になった人とそ

の家族を対象とした弁護士による無料相
談会

※ 事前予約優先、当日会場での申込み可
　
○問合せ先　☎025-223-1130

　東北財務局山形財務事務所では、 借金返済でお
困りの方の相談窓口を開設しています。相談員が
借金の状況等をお伺いし、必要に応じて、弁護士
等の専門家に引き継ぎます。返しきれない借金で
お困りの方、 まずはお電話を。
　相談は秘密厳守・無料です。お気軽にご相談く
ださい。
　
○相談専用番号　☎023-641-5201
○場所　山形市緑町2-15-3（山形工業高校東側）
○受付　月曜日～金曜日（祝日・年末年始除く）
　　　　８時30分～ 12時00分
　　　　13時00分～ 16時30分
　
○問合せ先　山形財務事務所理財課

○開催日　 令和7年6月15日（日）
○時　間　 ９：30 ～ 11：30
○場　所　 最上センター薬局３Ｆ（県立新庄病院脇）
　　　　　 新庄市金沢702-3　☎0233-25-8680
○講　演　 腸閉塞予防オストメイトが気を付けたい食物等
○講　師　 県立新庄病院　管理栄養士　高橋　由紀子　氏
○会　費　 資料代として300円お願いいたします。
　　　　　（会員は無料）
　
○申込み・問合わせ先
（公社）日本オストミ ー協会山形県支部事務局
　TEL. FAX : 0235-33-3533
　E-Mail :ben.atomu@outlook.jp

　山形県労働委員会では、パワハラや解雇、賃金未払いな
どの労使間のトラブルでお悩みの方を対象に、鶴岡市で相
談会を開催します。労働間題に詳しい労働委員会委員がア
ドバイスしますので、ぜひご相談ください。（相談無料 ・
秘密厳守）
　
○期日　令和7年6月26日（木）
○場所　鶴岡市勤労者会館（鶴岡市泉町8-57）
　　　　※オンライン相談可
○時間　午前11時～午後４時
　　　　（最終受付　午後３時30分）
○対象　県内事業所の労働者、事業主の方など
　
○御予約・問合せ先
　山形県労働者委員会事務局　☎023-666-7784

弁護士によるＢ型肝炎特措法無料相談会
【個人情報厳守】

借金返済に関する相談窓口のご案内

オストメイトと家族の研修会開催のお知らせ

労働悩みごと相談会in庄内

お
知
ら
せ
版

～
各
種
イ
ベ
ン
ト
や
募
集
案
内
～

　仙台国税局では、税務のスペシャリストとして活躍するバイタリティーあふれる税務職員を募
集しています。
　
○受 験 資 格　１．令和7年4月1日において高校又は中等教育学校を卒業後３年経過していな
　　　　　　　　　　い者及び令和8年3月までに高校または中等教育学校を卒業する見込みの者
　　　　　　　　２．人事院が１に掲げる者に準ずると認める者
○受験申込受付期間　令和7年6月13日（金）から6月25日（水）
○受験申込方法　受験申込みはインターネット申込みとする。
　　　　　　　　国家公務員試験採用情報NAVI（https://www.jinji.go.jp/saiyo/saiyo.htm1）
○第 １ 次 試 験　令和7年9月7日（日）
　
○問 合 せ 先　仙台国税局人事第二課試験研修係　☎022-263-1111（内線3236）
　　　　　　　　人事院東北事務局　☎022-221-2022

2025年度　国家公務員「税務職員採用試験」（高校卒業程度）のお知らせ
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　最上広域青少年指導センタ―では、コミュニケーシ
ョンが苦手で社会参加に不安を持つ若者、高校中退の
若者、就労していない若者、ひきこもり状態の若者を
対象に相談活動を行っています。
　何か悩みを抱えている、悩みとまではいかないけれ
ど誰かに話を聞いてほしいと考えている方（ご家族）、
お気軽にご相談ください。

○相 談 日　 令和７年６月12日（木）
○時　　間　 午前９時30分～午前11時30分
○場　　所　 戸沢村中央公民館　３階研修室
○相 談 料　 無料
○問合せ先　 最上広域青少年指導センタ―
　　　　　　 新庄市教育委員会　社会教育課内
　 　　　　　☎0233-22-2111（内線464）

○日　　時　 令和７年６月21日（土）
　　　　　　 午前10時～正午（予約制）
○場　　所　 最上広域交流センター　
　　　　　　 ゆめりあ会議室（新庄駅構内）
○内　　容　 里親に興味がある方、希望する方に、
　　　　　　 里親制度についての説明や、先輩里親
　　　　　　 の体験談をお聞きいただくものです。
　　　　　　 なお、里親申請時は、本説明会への参
　　　　　　 加が必須となります。
○里親とは　 家庭で暮らすことのできない子どもを、
　　　　　　 県からの委託で一定期間養育していた
　　　　　 　だく方。
○申込締切　 令和７年６月13日（金）
　　　　　　 ※子ども家庭支援センター　チェリー
　　　　　　　 ホームページからお申込みください。
　　　　　　　　　　　　　　 ☎0237-84-7111

最上広域青少年指導センター
若者社会参加支援　巡回相談のお知らせ

令和7年度　里親説明会開催のお知らせ
（山形県からの委託事業）

○危険物取扱者免状を所持し、危険物取扱業務に従事する方は、３年に１度の受講が必要です。

○最上地区の会場及び日程と講習の種別
　最上総合支庁　  　　　　 令和７年９月８日（月）13：30 ～（一般講習）
　　　　　　　　　　　　　令和７年９月９日（火）9：00 ～（給油取扱所）
○申 請 書 の 受 付　　令和７年６月16日（月）～ 7月11日（金）
○受 講 案 内・申 請 書　　最上広域消防本部（消防署、各支署）から直接お受け取り下さい。
　　　　　　　　　　　　　※郵送、ＦＡＸでの配布は行っておりません。
○申請書の提出、問合せ　　山形県危険物安全協会連合会  ☎023-632-5744
　　　　　　　　　　　　　E-mail : contact@y-kenki.jp   URL : http://www.y-kenki.jp/

○受 験 資 格　（1）年齢（Ａ・Ｂ区分共通）令和８年４月１日時点で36歳未満の方
　　　　　　　（2）条件
　　　　　　　 Ａ区分　　　学校教育法による大学（人事委員会が同等と認める方を含む。短期大学を除く。）
　　　　　　　 　　　　　　を卒業した方、又は令和８年３月31日までに卒業見込みの方
　　　　　　　 Ｂ区分　　　警察官Ａ区分以外の方
○第一次試験　 Ａ区分　　　令和７年７月13日（日）申込締切６月16日（月）同日消印有効
　　　　　　　 Ｂ区分　　　令和７年９月21日（日）申込締切８月25日（月）同日消印有効
○受験案内・受験申込書の入手方法
•新庄警察署、駅前交番、各駐在所で受け取ることができます。
•山形県ホームページからダウンロードできます。

○問 合 せ 先　 新庄警察署警務課☎0233-22-0110

令和７年度危険物取扱者保安講習会開催について

山形県警察官（Ａ・Ｂ区分）募集
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　最上保健所では、令和７年６月１日～６月７日の
「ＨＩＶ検査普及週間」に合わせ、「ＨＩＶ（エイズ）
終日相談・検査」を実施します。ＨＩＶは早期発見・
治療により、発症を抑えることができます。感染が心
配な方は、この機会にぜひ検査を受けてみませんか。

○日　時　 令和７年６月３日（火）９時～ 16時
○場　所　 最上保健所（最上総合支庁内）　
　　　　　 新庄市金沢字大道上2034
○内　容　 ＨＩＶ血液検査・相談（事前予約制）
　　　　　 •検査・相談は無料　•匿名です。
　　　　　 •結果は採血から約30分後に判明します。
○予約・問合わせ先
　最上保健所保健企画課感染症対策担当
　　　　　　　　　　　☎0233-29-1268

　警察官を名乗って電話をかけ、ＳＮＳに誘導して「逮
捕する」などと言って、警察手帳を示して、捜査を名
目に金銭をだまし取る「ニセ警察詐欺」が多発してい
ます。
　警察官を名乗って金銭を要求するのは全て詐欺で
す！
　
【被害にあわないために】

■警察はＳＮＳで連絡することはありません。
■警察は警察手帳や逮捕状などの画像を送ることは
　ありません。
■警察は捜査等の名目で金銭を要求しません。

○問合せ先　 新庄警察署生活安全課
　　　　　 　☎0233-22-0110

ＨＩＶ（エイズ）終日相談・検査のお知らせニセ警察官詐欺に注意！

みんなあつまれ！最上の子どもたち 　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　「～最上地域みんなで子育て応援団～ ｍｏｃｏマルシェ」 
　
　最上地域みんなで子育て応援団では、７月５日（土）に「moco マルシェ」を開催いたします。ステージイ
ベントと体験コーナーの２部構成。１部のステージイベントは子ども達の人気者「あきらちゃん＆ジャンプく
ん」が登場!! ２部の体験コーナーは親子で楽しめるブースを複数準備しています。ぜひご家族皆さんでご来場
ください。
　
○日　　時　 令和７年７月５日（土） 10：00 ～ 12：00
○場　　所　 ゆめりあ 花と緑の交流ひろば （新庄市）
○対　　象　 ０歳～小学生までのお子さまとそのご家族
○入　　場　 無料（事前申込み不要）
○主　　催　 最上地域みんなで子育て応援団
○問合せ先　 最上地域みんなで子育て応援団事務局（最上総合支庁こども家庭支援課）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　☎0233-29-1245
詳しくは最上地域みんなで子育て応援団サイト「moconet（モコネット）」をご覧ください。

○開催日・内容　 ①令和７年６月15日（日）夏の講座（樹木講座など）
　　　　　　　　 ②令和７年11月３日（月・祝日）秋の講座（ブナの森の自然講座など）
　　　　　　　　 ③令和８年２月28日（土）冬の講座（冬の森講座など）
○会　　　　場　 山形県遊学の森（金山町大字有屋1761）
　※高校生以上でボランティアが可能な県内在住の方ならどなたでも参加可能です。（参加無料）
　　参加は各回20名程度。２講座以上受講で修了証を発行します。
○参加申込み・問合わせ　 山形県最上総合支庁森林整備課森づくり推進室　☎0233-29-1346
　　　　　　　　　　　　 E-mail：ymogamimoridukuri@pref.yamagata.jp ＜ｙもがみもりづくり＞
※開催日の１週間前までお問い合わせください。

令和７年度最上地域みんなで子育て応援団事業のお知らせ

令和７年度「森の案内人養成講座」のご案内



村の人口と世帯
（4月末現在） 3,808人（－6人）〈男1,827人（－4人）、女1,981人（－2人）〉1,507世帯（＋1世帯）※（  ）内の数値は、3月末との比較

広報とざわNO.643　　発行日　令和７年６月１日　　編集・発行　戸沢村総務課
山形県最上郡戸沢村大字古口270　ＴＥＬ 0233-72-2111　ＦＡＸ 0233-72-2116
ＵＲＬ https://www.vill.tozawa.yamagata.jp/（パソコン及び携帯共通）　E-mail：tozawa@vill.tozawa.yamagata.jp
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　広報とざわ５月号13ページに訂正がありました。
納付可能な金融機関に「北郡信用金庫」とありますが、正しくは「北郡信用組合」でした。
大変申し訳ございませんでした。

広報とざわ5月号13ページ訂正につきまして
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